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フ
ラ
整
備
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
影
響
が
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
市
内
事
業
者
の
経
済
活

動
や
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

日
本
無
線
株
式
会
社
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
勘
案
し
つ

つ
も
、
三
鷹
製
作
所
の
全
面
閉

鎖
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お

り
い
ま
一
度
再
考
を
求
め
る
。

⑴
三
鷹
製
作
所
の
全
面
閉
鎖
を

見
直
し
て
い
た
だ
き
、
本
社
機

能
や
研
究
・
開
発
機
能
の
一
部

存
続
を
視
野
に
再
考
を
検
討
さ

れ
た
い
。
⑵
三
鷹
製
作
所
の
所

在
地
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
は

貴
重
な
工
業
、
産
業
地
域
と
し

て
指
定
し
て
い
る
た
め
、
今
後

も
こ
れ
ま
で
同
様
の
産
業
系
の

用
途
と
し
て
、
有
効
か
つ
効
率

的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
配

慮
さ
れ
た
い
。
⑶
日
本
無
線
株

式
会
社
の
長
年
に
及
ぶ
事
業
活

動
は
、
本
市
の
も
の
づ
く
り
産

業
の
一
翼
を
担
い
、
多
く
の
市

内
事
業
者
の
育
成
に
寄
与
し
て

い
る
。
今
後
、
関
連
事
業
者
へ

の
支
援
の
継
続
や
、
三
鷹
製
作

所
の
移
転
に
伴
う
影
響
を
最
小

限
に
抑
制
す
る
た
め
の
配
慮
を

さ
れ
た
い
。
⑷
社
員
の
雇
用
継

続
に
最
大
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
退
職
さ
れ
る

社
員
へ
の
再
就
職
や
起
業
支
援

等
に
つ
い
て
も
、
市
民
生
活
全

体
へ
の
波
及
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
格
段
の
対
応
を
配
慮

さ
れ
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
市

内
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
と
の
連

携
等
、
本
市
の
産
業
政
策
と
も

連
携
し
た
対
応
を
配
慮
さ
れ
た

い
。⑸
今
後
も
、最
善
と
な
る
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

本
市
、本
市
議
会
、三
鷹
商
工
会

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
、
協
議
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

後
世
に
伝
え
る
諸
資
料
の
積
極

的
な
管
理
や
活
用
も
せ
ず
、
空

襲
被
害
の
追
跡
調
査
や
空
襲
死

者
、
被
害
者
数
な
ど
の
調
査
も

さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
空
襲
資
料

館
す
ら
な
い
。
国
際
的
に
は
、

先
進
国
の
多
く
は
軍
人
・
軍
属

と
民
間
人
と
の
区
別
な
く
等
し

く
救
済
、
補
償
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
こ
の
よ
う

な
現
状
を
鑑
み
、
我
が
国
に
お

い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を

早
急
に
解
決
す
る
た
め
に
「
空

襲
被
害
者
等
援
護
法
」
（
仮

称
）
の
制
定
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

◇
日
本
無
線
株
式
会
社
三
鷹
製

作
所
移
転
に
関
す
る
決
議

　

日
本
無
線
株
式
会
社
は
、
昭

和
13
年
に
三
鷹
へ
移
転
し
て
以

来
、
70
年
以
上
も
の
間
に
わ
た

り
、
三
鷹
の
ま
ち
づ
く
り
を
幅

広
い
分
野
で
支
え
て
き
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
社
員
の

方
々
に
お
い
て
も
地
域
社
会
に

溶
け
込
み
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
活
動

さ
れ
て
い
る
。
日
本
無
線
株
式

会
社
と
社
員
の
方
々
が
培
っ
て

こ
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
多
彩
な

活
動
は
、
ど
れ
も
三
鷹
と
い
う

地
域
に
深
く
根
差
し
、
地
域
企

業
と
し
て
の
望
ま
し
い
あ
り
方

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
さ

に
、
三
鷹
の
製
造
業
の
シ
ン
ボ

ル
的
企
業
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
日
本
無
線
株
式
会

社
が
平
成
24
年
９
月
20
日
に
発

表
し
た
「
新
た
な
成
長
に
向
け

た
事
業
構
造
改
革
」
で
、
「
三

鷹
製
作
所
の
閉
鎖
及
び
売
却
を

検
討
す
る
」
等
と
さ
れ
た
こ
と

は
、
本
市
、
市
民
、
事
業
者
に

と
っ
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
り
、

残
念
で
な
ら
な
い
。
今
回
の
移

転
等
の
方
向
性
が
現
実
と
な
れ

ば
、
本
市
の
学
校
整
備
や
イ
ン

管
理
及
び
執
行
を
東
京
都
に
委

託
す
る
も
の
で
す
。

▪
空
襲
被
害
者
等
援
護
法
（
仮

称
）
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

さ
き
の
大
戦
か
ら
67
年
が
経

過
し
た
今
日
ま
で
、
空
襲
被
害

者
や
艦
砲
射
撃
、
沖
縄
地
上
戦

な
ど
で
の
民
間
被
害
者
へ
の
救

済
、
補
償
は
な
く
、
放
置
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
軍
人
・
軍
属

に
は
戦
後
累
計
52
兆
円
に
上
る

国
費
で
年
金
、
恩
給
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
き
の
大

戦
で
の
空
襲
、
艦
砲
射
撃
に
よ

る
甚
大
な
被
害
は
、
200
都
市
を

廃
墟
に
し
、
死
者
推
定
50
万
人

な
ど
、
被
害
は
全
国
に
及
ん

だ
。
東
京
で
は
推
計
10
万
人
を

大
き
く
超
え
る
死
者
、
市
街
地

の
約
70
％
が
廃
墟
と
な
り
、
被

災
者
は
300
万
人
に
上
っ
た
。
焼

夷
弾
に
よ
る
無
差
別
爆
撃
で
烈

風
烈
火
の
中
を
逃
げ
惑
い
、
橋

上
や
路
上
で
折
り
重
な
る
よ
う

に
し
て
窒
息
死
し
た
り
、
熱
さ

に
耐
え
ら
れ
ず
川
に
飛
び
込

み
、
川
面
は
溺
死
体
で
埋
め
尽

く
さ
れ
る
な
ど
の
惨
状
と
な
っ

た
。
多
く
の
被
害
者
は
、
こ
の

空
襲
で
障
が
い
者
と
な
り
、
今

も
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
る

人
、
両
親
、
兄
弟
を
亡
く
し
て

孤
児
と
な
り
、
路
頭
に
放
り
出

さ
れ
た
人
な
ど
筆
舌
に
尽
く
せ

な
い
悲
惨
な
体
験
を
引
き
ず
っ

て
今
も
生
き
て
い
る
。
被
害
者

は
高
齢
化
し
「
こ
の
ま
ま
で
は

死
ぬ
に
死
に
き
れ
な
い
」
と

孫
、
子
の
代
に
戦
争
の
惨
禍
を

繰
り
返
さ
な
い
平
和
な
日
本
を

手
渡
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

国
は
、
凄
惨
な
空
襲
の
実
相
を

そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
千
755
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
675
億
３

千
198
万
円
と
す
る
と
と
も
に
、

債
務
負
担
行
為
と
地
方
債
の
補

正
を
行
う
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
、
歳
出
予
算
で
は
、
井
の

頭
・
玉
川
上
水
周
辺
地
区
複
合

施
設
（
仮
称
）
整
備
事
業
費
、

障
が
い
者
自
立
支
援
訓
練
等
給

付
事
業
費
、
井
口
小
学
童
保
育

所
整
備
事
業
費
、
予
防
接
種
関

係
費
、
認
定
こ
ど
も
園
関
係
費

の
増
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
189
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
171
億
９

千
533
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
平
成
23
年
度
の
療
養
給
付

費
等
の
国
庫
負
担
金
と
、
出
産

育
児
一
時
金
の
国
庫
補
助
金
の

確
定
に
伴
い
、
超
過
交
付
額
の

返
還
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
土
地
の
売
払
い
に
つ
い
て

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都
市
・
三
鷹

「
エ
コ
タ
ウ
ン
新
川
一
丁
目
地

区
」
事
業
に
係
る
市
有
地
の
売

払
い
を
行
う
も
の
で
す
。
売
払

い
予
定
価
格
は
15
億
３
千
100
万

円
、
売
払
い
の
相
手
方
は
株
式

会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ル
シ
ー

ド
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

星
野　

和
子
氏
（
再
任
）

井
口　

明
子
氏
（
再
任
）

大
野　

良
昭
氏
（
再
任
）

◆
三
鷹
市
専
用
水
道
事
務
等
の

事
務
委
託
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
専
用
水
道
事
務
等
の

　

下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
公
共
下
水
道
の
排
水
施
設

及
び
処
理
施
設
の
構
造
に
つ
い

て
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末

処
理
場
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

下
水
道
法
施
行
令
の
規
定
を
参

酌
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
防
災
会
議
条
例
及
び

三
鷹
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

東
京
都
知
事
の
辞
職
に
伴
う

東
京
都
知
事
選
挙
を
執
行
す
る

た
め
の
予
算
措
置
の
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
方
自
治
法
第
179
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
10
月
29
日
、
市
長
に
お
い
て

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議

院
議
員
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
を
執
行
す
る

た
め
の
予
算
措
置
の
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
方
自
治
法
第
179
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24

年
11
月
16
日
、
市
長
に
お
い
て

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

◆
平
成
24
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

　

牟
礼
団
地
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
「
牟
礼
さ
く
ら
児
童
遊

園
」
を
新
設
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
敬
老
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

平
均
寿
命
が
延
び
、
長
寿
化

し
た
現
状
等
を
踏
ま
え
、
77
歳

及
び
88
歳
の
方
に
贈
る
敬
老
金

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
高
齢
者
入
院
見
舞
金

の
支
給
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

高
齢
者
施
策
の
見
直
し
に
伴

い
、
高
齢
者
入
院
見
舞
金
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
保
育
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

三
鷹
市
立
三
鷹
台
保
育
園
に

つ
い
て
、
新
施
設
へ
の
統
合
・

再
配
置
ま
で
の
間
、
仮
園
舎
に

移
転
す
る
た
め
、
保
育
園
の
位

置
の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

粗
大
ご
み
に
係
る
一
般
廃
棄

物
処
理
手
数
料
を
見
直
す
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

額
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
万

円
引
き
下
げ
、
市
長
は
現
行
105

万
円
を
103
万
円
に
、
副
市
長
は

現
行
89
万
円
を
87
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
長
の
給
料
月
額
に
つ
い

て
、
２
万
円
引
き
下
げ
、
現
行

83
万
円
を
81
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

職
員
の
給
与
の
適
正
化
を
図

る
た
め
、
扶
養
手
当
の
月
額
、

住
居
手
当
の
支
給
対
象
者
及
び

月
額
、
管
理
職
手
当
の
支
給
率

等
を
見
直
す
と
と
も
に
、
管
理

職
職
員
に
対
す
る
深
夜
時
間
に

お
け
る
時
間
外
勤
務
手
当
の
支

給
を
廃
止
す
る
ほ
か
、
再
任
用

職
員
の
給
料
月
額
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

都
市
計
画
税
の
税
率
の
特
例

と
し
て
、
本
則
税
率
100
分
の
0.3

を
、
平
成
25
年
度
分
は
平
成
24

年
度
分
に
引
き
続
き
100
分
の

０
・
225
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
学
校
施
設
の
開
放

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

三
鷹
市
立
第
五
中
学
校
プ
ー

ル
の
開
放
を
終
了
す
る
に
当
た

り
、
同
プ
ー
ル
の
使
用
料
を
定

め
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
景
観
条
例

　

景
観
法
の
規
定
に
基
づ
く
景

観
計
画
の
策
定
、
行
為
の
規
制

等
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
と
と
も
に
、
市
、
市
民
及

び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
三
者
が
協
働
し
て
、
緑
と

水
の
公
園
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
排
除
活
動
に
関
し
、

市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務

等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
暴
力
団
排
除
活
動
を
推
進

す
る
た
め
の
措
置
等
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

市
長
が
、
住
民
票
の
写
し
の

交
付
等
に
関
し
必
要
な
限
度
に

お
い
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き

る
対
象
者
に
、
児
童
虐
待
を
受

け
た
児
童
で
あ
る
被
害
者
で
、

再
び
児
童
虐
待
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
る
者
等
を
加
え
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
月

２５・１・２７

可
決
し
た
議
案

第
４
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

牟礼さくら児童遊園

補
正
予
算

契
　
約

人
事
・
そ
の
他

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議


